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思って頂けたでしょうか。それではいよいよ，外国語学習の中にあ
る「意識」を探っていきましょう。

はじめに　　v

第 1章　外国語学習に潜む意識と無意識   1

1.1.　意識と外国語学習にまつわる問題　　2

1.1.1.　意識した／意識してない言語学習と使用　　2

1.1.2.　意識に映ることばの内容　　7

1.2.　意識をめぐる外国語学習論　　9

第 2章　意識の諸相   13

2.1.　意識を定義するには　　14

2.1.1.　広い定義と狭い定義，意識の機能と内容　　15

2.1.2.　意識の二面性　　19

2.1.3.　広い定義と狭い定義の意識モデル　　21

2.1.4.　意識の三階層モデル　　22

2.1.5.　グローバルワークスペース理論　　24

2.2.　表象　　27

2.2.1.　高階の思考理論　　30

2.3.　神経科学的なアプローチ　　36

2.4.　無意識の行動から意識を探る　　42

2.5.　社会的観点からみた意識　　46

2.6.　意識と身体　　49

2.7.　フレーム問題　　54

2.8.　コネクショニズム　　58

2.9.　意識に関わるさまざまな概念　　67

目　　次　

選書77外国語学習に潜む意識と無意識.indd   12-13 2018/09/06   14:43:15



 　　 xvxiv

2.9.1.　注意とアウェアネス　　67

2.9.2.　気づき　　74

第 3章　言語と意識   79

3.1.　人間の能力と言語習得　　80

3.2.　言語が違うと世界が違って見える？　　83

3.2.1.　言語と認識，その類似点と相違点　　83

3.2.2.　第二言語での対象の区切りと数え方　　92

3.2.3.　認識と第二言語習得の難しさ　　96

3.2.4.　二言語併用による認識の創発　　96

3.3.　明示的知識と暗示的知識　　104

3.3.1.　学習者が身につける知識　　103

3.3.2.　知識の形成にかかわる第二言語習得研究　　107

3.4.　第二言語習得研究からみる外国語学習の特徴　　119

3.5.　明示的知識・暗示的知識の測定と第二言語習得研究　　121

3.6.　明示的知識と暗示的知識のインターフェース　　124

3.6.1.　インターフェースのない立場　　125

3.6.2.　強いインターフェースの立場　　126

3.6.3.　弱いインターフェースの立場　　129

3.7.　明示的・暗示的知識研究のもたらす示唆　　130

第 4章　意識・無意識の科学と言語習得   137

4.1.　人工文法パラダイム　　138

4.1.1.　人工文法パラダイムの概要　　138

4.1.2.　意識的・無意識的知識と明示的・暗示的知識研究の食い違
い　　144

4.2.　「アウェアネスのない学習」論争　　149

4.2.1.　無意識的学習の成否を巡って　　149

4.2.2.　半人工言語パラダイムによる検証　　152

4.2.3.　数々の追行研究と批判　　155

4.3.　論争における争点と問題点　　164

第 5章　意識研究と第二言語研究をつなぐ   169

5.1.　目立つものは習得されやすい？　　170

5.2.　インプット処理理論に基づく卓立性の理論化　　175

5.3.　言語を理解するということ　　178

5.4.　無視されてしまう言語情報　　181

5.5.　意識と，文法の習得困難度をめぐって　　186

5.6.　これまでにわかっていることとその示唆　　193

終　章　外国語を学ぶとはどのようなことか   197

あとがき   203

参考文献   207

索　　引   219

選書77外国語学習に潜む意識と無意識.indd   14-15 2018/09/06   14:43:15



 　　 xvxiv

2.9.1.　注意とアウェアネス　　67

2.9.2.　気づき　　74

第 3章　言語と意識   79

3.1.　人間の能力と言語習得　　80

3.2.　言語が違うと世界が違って見える？　　83

3.2.1.　言語と認識，その類似点と相違点　　83

3.2.2.　第二言語での対象の区切りと数え方　　92

3.2.3.　認識と第二言語習得の難しさ　　96

3.2.4.　二言語併用による認識の創発　　96

3.3.　明示的知識と暗示的知識　　104

3.3.1.　学習者が身につける知識　　103

3.3.2.　知識の形成にかかわる第二言語習得研究　　107

3.4.　第二言語習得研究からみる外国語学習の特徴　　119

3.5.　明示的知識・暗示的知識の測定と第二言語習得研究　　121

3.6.　明示的知識と暗示的知識のインターフェース　　124

3.6.1.　インターフェースのない立場　　125

3.6.2.　強いインターフェースの立場　　126

3.6.3.　弱いインターフェースの立場　　129

3.7.　明示的・暗示的知識研究のもたらす示唆　　130

第 4章　意識・無意識の科学と言語習得   137

4.1.　人工文法パラダイム　　138

4.1.1.　人工文法パラダイムの概要　　138

4.1.2.　意識的・無意識的知識と明示的・暗示的知識研究の食い違
い　　144

4.2.　「アウェアネスのない学習」論争　　149

4.2.1.　無意識的学習の成否を巡って　　149

4.2.2.　半人工言語パラダイムによる検証　　152

4.2.3.　数々の追行研究と批判　　155

4.3.　論争における争点と問題点　　164

第 5章　意識研究と第二言語研究をつなぐ   169

5.1.　目立つものは習得されやすい？　　170

5.2.　インプット処理理論に基づく卓立性の理論化　　175

5.3.　言語を理解するということ　　178

5.4.　無視されてしまう言語情報　　181

5.5.　意識と，文法の習得困難度をめぐって　　186

5.6.　これまでにわかっていることとその示唆　　193

終　章　外国語を学ぶとはどのようなことか   197

あとがき   203

参考文献   207

索　　引   219

選書77外国語学習に潜む意識と無意識.indd   14-15 2018/09/06   14:43:15




